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【旗岡市営 C 号棟イメージ図】

　

令
和
６
年
第
５
回
市
議
会
臨
時

会
は
、
７
月
24
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
の
審
議
内
容

に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〈
議
案
第
40
号
〉
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）

〈
議
案
第
41
号
〉
旗
岡
市
営
住
宅
C
号

棟
建
設
工
事
（
建
築
主
体
）
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

低
所
得
者
支
援
及
び
定
額
減
税

補
足
給
付
金
給
付
事
業

�

〈
全
会
一
致
で
原
案
可
決
〉

旗
岡
市
営
住
宅
Ｃ
号
棟
を
新
た

に
建
築
す
る
工
事
の
契
約
締
結

�

〈
全
会
一
致
で
原
案
可
決
〉

☆�直近の税情報等に基づく
　給付見込世帯数の増加に伴う事業費の増額

［補正予算額 3 億 1,530 万円］
・ 令和６年度分の住民税が新たに非課税となる世帯
（10 万円／世帯）
・ 令和６年度分の住民税が新たに均等割のみ課税と

なる世帯（10 万円／世帯）
・ 低所得者の子育て世代への加算：こども加算
　（5 万円／児童）
・定額減税しきれない者への給付
　（最大４万円／人）

〇旗岡市営住宅Ｃ号棟建築工事
　（建築主体）

［契約金額：８億 4,480 万円］
・契約相手方：株式会社 中山組
・工期：令和 8 年 3 月 23 日まで
・工事概要：市営住宅
　（ＲＣ造５階建て 41 戸）

議案の内容

議案の内容

７月
臨時会

≪本会議　質疑≫
 議員   １者の入札で競争性はあるのか。
　市    条件付一般競争入札により広く

参加を募った結果、1者の応募で
あり競争性は保たれている。

 議員   電気設備や昇降機設備の入札が
不調であるが、工事の段取り等へ
の影響は。

　市    建築主体の準備から始まるので
ただちに影響はないが、今後影響
のないように努める。

 議員   戸数に比べて駐車台数に余裕が
あるが、市営住宅は１戸１台が原
則ではないのか。

　市    規定上 2 台目以上も駐車は可能
となっている。

 議員   接道の道幅が狭いが、拡幅の予
定は。

　市    拡幅予定はないが、アスファル
ト、側溝等の補修は状況により判
断していく。

 議員   物価上昇が見込まれる中、予定
価格は適正か。

　市    入札単価は設計時の最新の単価
で計算しており、適正と考える。

≪本会議　質疑≫
 議員   対象者の増加の要

因は。また今後の給
付スケジュールは。

　市    令和６年度税額の
確定後、対象者を抽
出したところ、当初
見込みとの差が生じ
た。8 月から給付を
開始し、11 月中に支
払いを終える予定。

全会一致で可決された議案

予算 一般会計補正予算（第３号）

その他 旗岡市営住宅 C 号棟建設工事（建築　
主体）請負契約の締結

第５回臨時会上程議案
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７
月
臨
時
会

９
月
定
例
会

10
月
臨
時
会

一般
質
問

高
校
生
と
議
会
の
懇
談
会

９月定例会の議案など

１０月臨時会の議案

　
令
和
６
年
第
６
回
市
議
会
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら

18
日
ま
で
の
15
日
間
、
第
７
回
臨
時
会
は
10
月
15
日
の
１

日
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
議
案
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
主
な
議
案
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
、
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

全会一致で可決された議案

予算

一般会計補正予算（第４号）

介護保険特別会計補正予算（第１号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

条例
下松市営住宅条例の一部を改正する条例

下松市教育集会所条例を廃止する条例

契約 公集児童の家建設工事（建築主体）請負
契約の一部を変更する契約の締結

その他 周南市・光地区消防組合・下松市消防通
信指令事務協議会の設置

その他の議案

選任 下松市議会議会運営委員会の委員の選任

同意 下松市教育委員会の委員の任命

閉会中の継続審査となった認定議案
［常任委員会に付託：12月定例会採決予定］

水道事業会計決算

工業用水道事業会計決算

簡易水道事業会計決算

公共下水道事業会計決算

全会一致で承認された議案

予算
（専決）

一般会計補正予算（第５号）

一般会計補正予算（第６号）

閉会中の継続審査となった認定議案
［常任委員会に付託：12月定例会採決予定］

一般会計決算

国民健康保険特別会計決算

介護保険特別会計決算

後期高齢者医療特別会計決算

国民宿舎特別会計決算

9 月
定例会

10 月
臨時会

令
和
５
年
度 

決
算
認
定

令
和
５
年
度 

決
算
認
定
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〇下松市観光協会運営費補助
［補正額 1,280 万円］
　下松駅周辺の活性化を目的とした観光案内所の
移転及び規模拡大に要する経費に対して補助を行
うもの。

〇恋ヶ浜緑地公園整備事業
［補正額 4,000 万円］
　安全管理施設、園路等の追加工事及び国庫補助金
の減額に伴うもの。

ワクチン接種事業

観光協会運営費補助

恋ヶ浜緑地公園整備事業

補正予算 [第４号 ]ピックアップ

補正予算 [第４号 ]ピックアップ

補正予算 [第４号 ]ピックアップ

〇新型コロナワクチン接種事業費
［補正額 1 億 6,840 万円］
　令和 6 年 10 月から定期接種が開始されることに
伴う事業費の増額
　対象者
・65 歳以上の者
・60 ～ 64 歳で、心臓、腎臓若しくは呼吸器の障害
又は免疫機能障害により日常生活が制限、又はほと
んど不可能である者。

≪企画総務委員会　質疑≫
 議員   接種に係る本人負担を 2,100 円としている

が、どのように算定したのか。
　市    新型コロナウイルス感染症は B 類疾病にあた

り、これまで B 類疾病のワクチン接種では、基
本的に自己負担を 3 割としていた。

　　 　   定期接種の費用は１万 5,300 円であり、国 
　　 が 8,300 円を負担するため、残り 7,000 円の 
　　  3 割に当たる 2,100 円を本人負担とした。

≪企画総務委員会　質疑≫
 議員   観光案内所の移転及び規模拡大とのことだ

が、現在の場所で同じ活動ができるのでないか。
移転することで得られる効果等についての検証
は行うのか。

　市    レンタル物品の貸付けや宅配便の受け取りと
いった事業を進めており、手狭になっている。

　　   今回の拡張により、駅周辺活性化のためのにぎ
わいづくりの拠点としての機能を担ってほしい
と考えている。

　　   　効果の検証にあたっては来場者数のみならず
販売額等についても注視していく。

≪企画総務委員会　質疑≫
 議員   国庫補助金が当初より減額となっているが、

市の申請方法等に不備はなかったのか。
　市    手続等の不備によるものではない。具体的な

減額の理由は示されていないが、国の財源不足
や物価高騰等によるものではないかと考える。

 議員   工事により避難所としての能力を向上させる
ような公園全体の整備は考えていないか。

　市    道路の拡幅や駐車場の拡張、樹木の伐採に
よって、拡張されたスペースに仮設テント設置
が可能になる。大規模火災時の避難場所として
更に活用できる公園になると考える。

定期接種開始による増額

観光協会の運営費補助を増額

追加工事・財源更生の見直し

国庫補助金
社会課題対応型都市公園機能向上促進事業
補助金
1,312.5 万円の減
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令和６年９月定例会一般質問
一般質問は、９月１０日、１１日、１２日の３日間で行われ、１０人の議員が市政全般にわたる諸問
題について質問をしました。

質問日 質　問　者 質　　問　　項　　目 掲載ページ

9 月 10 日
（火）

田
た

上
がみ

　茂
しげ

好
よし １　国民健康保険税の負担軽減について

２　高齢者の安全運転支援装置購入、設置への助成について
３　小中学校給食費の無償化の具体化について

6 ページ

柳
やな

瀬
せ

　秀
ひで

明
あき

１　オストメイトの方が安心して暮らせる環境整備について
２　誰もが投票しやすい環境整備について
３　子供の吃音の早期発見及び支援について
４　「山口県パートナーシップ宣言制度」について
５　学校給食費の無償化について

山
やま

根
ね

　栄
えい

子
こ １　マイナンバーカードとマイナ保険証について

２　学校司書を導入後の図書館に関する成果と学校が抱える問
題点について

7 ページ

中
なか

谷
たに

　司
し

朗
ろう １　学校給食費無償化について

２　下松市産業団地整備構想について

9 月 11 日
（水）

木
き

原
はら

　愛
あい

子
こ

１　学校給食費の無償化について
２　就学援助制度について
３　子どもたちの視力低下について
４　不登校児童・生徒の支援について
５　部活動地域移行の現状と課題について 8 ページ

近
こん

藤
どう

　康
やす

夫
お １　南海トラフ巨大地震（西日本大地震）に、どう備えるか。

２　平時におけるウェル・ビーイングな地域社会と個人であり
続けるには、何が大切か。

磯
いそ

部
べ

　孝
たか

義
よし

１　「子どもを大事にするまち」の実現について

9 ページ

9 月 12 日
（木）

浅
あさ

本
もと

　輝
てる

明
あき １　空き家対策について

２　耕作放棄地対策について

守
もり

田
た

　文
あや

美
み １　学校給食について

２　放課後児童クラブ（児童の家）について
３　水道水の安全性について

10 ページ

金
こん

藤
どう

　哲
てつ

夫
お

１　「消滅可能性自治体」があると言われる山口県の中で、下
松市はどう生き残りを図るのか。

２　指定管理者制度の在り方について
３　小中学校のプールの現状と今後について

７
月
臨
時
会

９
月
定
例
会

10
月
臨
時
会

一般
質
問

高
校
生
と
議
会
の
懇
談
会
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問
な
ん
ら
か
の
方
法
で
学
校
給
食
費
の

無
償
化
を
実
施
中
の
自
治
体
は
全
体

の
４
割
に
な
っ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
策

に
な
る
し
、
食
育
を
通
じ
て
児
童
生
徒
の

健
や
か
な
成
長
を
保
障
す
る
役
割
を
果
た

す
こ
と
に
も
な
る
。
早
期
に
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
食
材
費

の
上
昇
が
続
い
て
い
る
が
、
保
護
者

の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

現
在
、
給
食
費
改
定
の
協
議
を
進

め
て
い
る
が
、
物
価
高
騰
に
伴
う

増
額
分
は
市
が
負
担
す
る
予
定
と

し
て
い
る
。

　
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
財
源
の

確
保
に
努
め
、
適
正
な
在
り
方
を

検
討
す
る
。

小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
の

具
体
化
を

問
普
通
免
許
の
保
有
者
は
県
内
で
は

4
人
に
一
人
が
高
齢
者
で
あ
る
。
下

松
市
の
地
勢
や
公
共
交
通
機
関
の
現
状
か

ら
、
車
両
を
日
常
的
に
使
用
せ
ざ
る
を
得

な
い
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
も
少
な
く
な

い
と
考
え
る
。
交
通
事
故
の
防
止
や

被
害
軽
減
の
た
め
に
、
踏
み
間
違
い

防
止
安
全
運
転
支
援
装
置
を
後
付
け

で
き
る
が
、
費
用
面
で
の
支
援
を
求

め
る
。答

加
齢
に
伴
う
身
体
能
力
の
変

化
や
認
知
機
能
の
低
下
を
要

因
と
し
た
事
案
が
全
国
的
に
発
生
し

て
い
る
。
本
市
で
は
交
通
安
全
教
室

や
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
と
し
た

交
通
安
全
講
習
を
実
施
し
て
事
故
防

止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
安
全

運
転
支
援
装
置
へ
の
助
成
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
運
転
時
の
安
全
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
り
、
他
自
治
体
の
事
例

を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
昨
今
ス
ト
ー
マ
装
具
価
格
が
上
昇

し
て
お
り
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方

か
ら
経
済
的
負
担
を
感
じ
て
い
る
と
の
声

を
頂
い
た
。
全
国
調
査
に
よ
る
と
、
日
常

生
活
用
具
の
給
付
額
に
つ
い
て
約

8
割
の
方
が
基
準
額
の
不
足
を
感

じ
て
い
る
と
の
こ
と
。
昨
今
の
物

価
高
騰
を
考
え
る
と
、
基
準
額
が

追
い
付
い
て
お
ら
ず
、
社
会
情
勢

に
見
合
っ
た
基
準
額
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
県

内
に
お
い
て
も
、
基
準
額
を
見
直

す
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
そ
こ

で
本
市
の
給
付
基
準
額
の
増
額
に

つ
い
て
考
え
を
問
う
。

答
近
年
、
ス
ト
ー
マ
装
具
の
価

格
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
給
付
基
準
額
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
県
内
市
町

の
状
況
を
み
な
が
ら
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
子
供
の
吃
音
は
、
3
歳
ま
で
に
お
よ

そ
10
人
に
１
人
が
吃
音
を
発
症
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。
３
歳
児
健
診
で
の
早

期
発
見
が
大
事
だ
が
、
あ
る
調
査
で
は
吃

音
を
明
記
し
て
い
る
自
治
体
は
、
わ
ず
か

約
１
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
相
談

時
に
お
け
る
理
解
促
進
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
が
保
護
者
の
安
心
に
つ
な
が
る
が
、

本
市
の
３
歳
児
健
診
で
の
吃
音
に
つ
い
て

早
期
発
見
や
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

答
本
市
の
３
歳
児
健
康
診
査
票

に
は
、
吃
音
に
関
す
る
質
問

を
記
載
し
て
お
り
、
該
当
す
る
幼
児

に
対
し
て
は
、
保
健
師
の
問
診
で
症

状
や
保
護
者
の
不
安
を
把
握
し
、
状

況
に
応
じ
て
療
養
機
関
に
つ
な
い
で

早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。
議
員
提

案
の
吃
音
理
解
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配

布
に
つ
い
て
も
、
保
護
者
の
安
心
に

つ
な
が
る
の
で
活
用
し
て
い
き
た
い
。

ス
ト
ー
マ
装
具
の
給
付
基
準
額
の

増
額
に
つ
い
て

子
供
の
吃
音
の
早
期
発
見
及
び

支
援
に
つ
い
て

田上　茂好

柳瀬　秀明

（無所属）

（公明党）オストメイトの方が安心して
暮らせる環境整備について

高齢者の安全運転支援装置に
助成を

加
齢
に
よ
る
運
転
技
能
の
低
下

が
心
配
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の
育
成
に
良
い
影
響
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

③
学
校
で
は
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導

入
し
、
書
籍
の
電
子
媒
体
と
紙
媒
体
を
適

宜
選
択
し
図
書
室
も
効
果
的
に
活
用
し
、

学
習
を
進
め
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
て
検
索
が
で
き
る
環
境
と
な

り
、
図
書
室
の
利
用
者
が
減
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
現
実
は
む
し
ろ
図
書

室
の
利
用
者
が
増
え
て
い
る
。
要
因
と
し

て
調
べ
学
習
と
い
う
観
点
か
ら
電
子
情
報

だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
調
べ
て
み
た
い
と

い
う
意
欲
が
あ
が
っ
て
き
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
学
校
司
書
の
努
力

が
そ
う
さ
せ
て
い
る
面
も
あ
る
。

電
子
図
書
や
二
次
元
コ
ー
ド
等
、

色
々
な
調
べ
方
が
可
能
と
な
り
、

そ
れ
を
上
手
く
子
供
た
ち
が
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
図
書
室

利
用
も
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、

総
合
的
に
子
供
た
ち
の
調
べ
る

力
、活
動
は
充
実
し
て
き
て
い
る
。

問
①
各
学
校
で
の
こ
れ
ま
で
の
学
校
司

書
の
取
組
と
成
果
に
つ
い
て
問
う
。

②
子
供
達
の
読
書
と
学
力
向
上
の
影

響
に
つ
い
て
問
う
。

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
が
子
供
達
の
図

書
室
の
利
用
に
ど
う
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
か
。

答
①
学
校
司
書
導
入
は
図
書
環
境

の
充
実
、
読
書
活
動
の
充
実
の

貢
献
を
目
的
と
し
て
い
る
。
現
在
は

司
書
教
諭
と
連
携
し
、
図
書
の
配
置

図
や
分
類
表
を
作
成
し
、
レ
イ
ア
ウ

ト
も
分
か
り
や
す
い
様
に
掲
示
す
る

な
ど
、
図
書
館
で
過
ご
す
事
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
子
が
増
え
て
い
る
と

聞
い
て
お
り
、
よ
り
良
い
環
境
が
構

築
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

②
読
書
に
対
す
る
興
味
関
心
が
高
い

生
徒
ほ
ど
学
力
が
高
い
と
い
う
調
査

結
果
が
で
て
お
り
、
本
に
接
す
る
こ

と
は
、
学
力
向
上
や
豊
か
な
人
間
性

問
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
は
、
国
を
挙

げ
て
の
国
策
で
あ
り
、
そ
う
し
た
時

代
に
変
容
し
た
と
の
意
識
改
革
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
も
思
う
が
、
肝
心
の
持
続
的

な
財
政
運
営
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
極
め

て
慎
重
を
期
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
本

市
に
、
他
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
量
を

落
と
さ
ず
、
約
２
億
５
千
万
円
と
い
う
財

源
を
ね
ん
出
で
き
る
ほ
ど
、
財
政
に
ゆ
と

り
が
あ
る
の
か
。
そ
の
効
果
と
課
題
を
十

分
考
慮
し
、
最
適
な
方
策
を
選
択
す
る
よ

う
求
め
る
。

答
本
市
の
市
税
収
入
は
、
令
和
４
年
度

か
ら
１
０
０
億
円
を
超
え
る
な
ど
堅

調
に
推
移
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
給

食
費
無
償
化
に
は
、
更
な
る
行
財
政
基
盤
の

強
化
と
財
源
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重 

要
に
な
っ
て
く
る
。
引
き
続
き
行
財
政
改
革

に
よ
る
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
保
を
進
め

「
人
口
減
少
対
策
集
中 

強
化
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
、
企
業
誘
致
や
定
住
人
口
増
加
に
向
け

た
諸
施
策
を
着
実
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能 

な
行
財
政
運
営
を
進
め
、
財
源
確
保
に
努
め

て
い
く
。

問
市
の
整
備
構
想
で
は
、
東
海
岸
の
民

間
企
業
の
遊
休
地
に
道
路
を
整
備

し
て
、
企
業
立
地
を
進
め
よ
う
と
の
計
画

で
あ
る
。
相
当
な
公
費
を
投
入
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
本
市
が
産
業
用
地
の
整
備
に

取
り
組
む
、
そ
の
意
義
、
必
要
性
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
財
政
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
意
味
で
も
、
山
口
県

の
産
業
団
地
整
備
計
画
の
二
期
工
事
に
組

み
込
ん
で
も
ら
う
な
ど
、
国
、
県
の
力
を

お
お
い
に
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
、 

そ

の
展
望
に
つ
い
て
問
う
。

答
近
年
、
全
国
的
に
産
業
用
地

が
不
足
し
て
お
り
、
市
内
製

造
事
業
者
に
よ
る
新
た
な
設
備
投

資
や
工
場
の
新
設
・
拡
張
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
市
内
に
は
す
ぐ
に
活
用
で
き

る
用
地
が
な
く
、
事
業
者
の
土
地

需
要
や
市
外
事
業
者
か
ら
の
引
き

合
い
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
う

し
た
投
資
意
欲
の
あ
る
事
業
者
の

市
外
流
出
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
新

た
な
企
業
誘
致
の
促
進
を
図
る
た

め
整
備
に
着
手
し
た
。
国
庫
補
助

や
民
間
活
力
に
よ
る
整
備
を
図
り
、

国
・
県
と
緊
密
に
連
携
し
て
、
必

要
な
支
援
を
求
め
て
い
く
。

学
校
司
書
を
導
入
後
の
図
書
館

に
関
す
る
成
果
と
学
校
が
抱
え

る
問
題
点
に
つ
い
て
問
う

学
校
給
食
費
無
償
化
は
、
極
め

て
慎
重
に
判
断
を

山根　栄子

中谷　司朗

（政友・鐵の会）

（新生クラブ）

学校司書が設置されて7年目。
現在の図書室はどう変わった？

産
業
団
地
整
備
構
想
の
成
果
を

期
待
す
る

身の丈に合った最適な選択を

田
上
茂
好

柳
瀬
秀
明

山
根
栄
子

中
谷
司
朗

木
原
愛
子

近
藤
康
夫

磯
部
孝
義

浅
本
輝
明

守
田
文
美

金
藤
哲
夫

一
般
質
問
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未来ある子どもたちに夢と希望を
そして必要な支援をより手厚く

平時の啓発と実践的な訓練等で
「逃げ遅れゼロ」をめざせ！

問
物
価
高
騰
に
よ
り
市
民
の
暮

ら
し
が
年
々
厳
し
く
な
る
今
、

就
学
援
助
制
度
を
改
善
ま
た
は
拡

充
す
る
自
治
体
も
全
国
各
地
に
は

あ
る
。

　
本
市
の
現
状
と
実
態
、
そ
し
て
今

後
、
改
善
ま
た
は
拡
充
す
る
の
か
を

問
う
。答

本
市
に
お
け
る
令
和
4
年
度

の
認
定
状
況
は
認
定
世
帯

数
3
6
9
世
帯
。
内
訳
は
小
学
生

3
8
4
人
、
中
学
生
2
1
1
人
、

合
計
5
9
5
人
で
全
児
童
生
徒
数

の
約
13
％
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も

制
度
の
周
知
に
努
め
、
経
済
的
な
援

助
を
必
要
と
す
る
家
庭
へ
の
支
援
を

進
め
る
。
制
度
の
改
善
や
拡
充
に
つ

い
て
は
、生
活
保
護
基
準
を
参
考
に
、

国
の
動
向
等
を
確
認
し
て
対
応
し
て

い
く
。

問
８
月
８
日
、
想
定
震
源
域
の
日

向
灘
で
、
最
大
震
度
６
弱
（
М

７
．
１
）
の
地
震
が
発
生
し
た
。
気

象
庁
は
、
同
日
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

臨
時
情
報
「
巨
大
地
震
注
意
」
を
発

表
し
、
１
週
間
、
直
ち
に
避
難
で
き

る
態
勢
を
取
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
初

め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
翌
日

の
夜
に
は
、
神
奈
川
で
震
度
5
の
地

震
も
発
生
し
た
。
関
東
大
震
災
の
震

源
は
小
田
原
で
あ
る
。
南
海
ト
ラ
フ

と
首
都
直
下
の
大
地
震
が
、
連
動
す

る
か
も
と
、
不
安
が
一
瞬
、
よ
ぎ
っ

た
の
は
、
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

鎌
田
・
京
大
名
誉
教
授
は
、「
М

９
地
震
に
備
え
よ
」
と
の
著
書
の
中

で
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、「
西
日

本
大
地
震
」
と
い
う
呼
称
で
な
け
れ

ば
、
一
般
の
人
々
は
ピ
ン
と
来
な
い

と
述
べ
ら
れ
、
同
時
に
「
今
か
ら
５

年
～
15
年
の
う
ち
に
、
ほ
ぼ
確
実
に

起
こ
る
の
で
は
な
い
か
。」
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　
ど
う
受
け
止
め
る
か
。
ま
た
、
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
人
た
ち
を
、
ど
う
守
る
か
。

「
福
祉
」
と
「
防
災
」
の
結
び
つ
き
は
、

盤
石
な
も
の
と
い
え
る
か
。

答
大
規
模
地
震
に
対
す
る
危
機
感
を

一
層
強
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
災
害
時
は
、
自
助
７
割
、
共
助
２
割
、

公
助
１
割
と
言
わ
れ
る
中
「
自
分
の
身
は
、

自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
と
防
災
へ
の

取
組
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
避
難
行
動
要
支
援
者
に
は
、
本

年
４
月
時
点
で
５
７
８
名
の
個
別

計
画
を
作
成
し
て
お
り
、
関
係
者

に
情
報
提
供
を
行
い
、
速
や
か
な

避
難
行
動
に
つ
な
げ
る
体
制
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
社
会
福
祉
施
設

を
運
営
す
る
法
人
と
協
定
を
結

び
、
福
祉
避
難
所
を
確
保
す
る
こ

と
で
、
要
配
慮
者
が
早
期
に
安
心

し
て
避
難
で
き
る
体
制
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
関
係
者
へ

の
啓
発
や
研
修
、
訓
練
等
を
実
施

し
「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
の
実
現
に

尽
力
し
た
い
。

問
本
市
で
は
令
和
4
年
6
月
に
「
下
松

市
小
中
学
校
部
活
動
地
域
移
行
推

進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
地
域
移
行
に
向

け
た
連
携
、
協
議
を
進
め
て
い
る
が
、
現

時
点
の
登
録
団
体
数
の
状
況
や
課
題
は
。

今
後
登
録
団
体
へ
の
補
助
金
は
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
施
設
利
用
の
考
え
方
に
つ

い
て
問
う
。

答
今
年
度
、地
域
交
流
課
内
に
「
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
室
」
を
新
設

し
7
月
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
つ

い
て
「
く
だ
ま
つ
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
」
の
登
録
を
開
始
し
、
現
時
点

で
8
団
体
が
登
録
し
て
い
る
。

　
登
録
団
体
へ
は
随
時
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
課
題

の
把
握
に
努
め
て
お
り
、
活
動
場

所
や
備
品
の
確
保
、
指
導
者
不
足

等
、
課
題
は
認
識
し
て
い
る
。

　
登
録
団
体
へ
の
補
助
金
や
施
設

利
用
の
確
保
等
、
必
要
な
支
援
に

つ
い
て
は
、
国
・
県
の
方
針
や
他

の
市
町
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

就
学
に
必
要
な
費
用
の
負
担
軽

減
を
す
る
就
学
援
助
制
度
に
つ

い
て

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
（
西
日
本

大
地
震
）
に
、
ど
う
備
え
る
か

木原　愛子

近藤　康夫

（無所属）

（政友・鐵の会）

部
活
動
地
域
移
行
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
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問
①
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡

充
状
況
を
問
う
。
②
保
育
園
や
児

童
の
家
の
状
況
と
課
題
（
待
機
児
童
や
保

育
士
確
保
策
等
）
を
問
う
。
③
子
ど
も
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
相

談
体
制
（
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
開

設
な
ど
の
動
き
）の
考
え
方
を
問
う
。

④
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の

策
定
状
況
、
こ
ど
も
計
画
の
考
え
方

を
問
う
。
⑤
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
の

あ
り
方
の
検
討
、
計
画
策
定
の
考
え

方
を
問
う
。

答
①
令
和
６
年
８
月
か
ら
所
得

制
限
な
し
で
高
校
生
年
代
ま

で
拡
充
し
た
。
医
療
費
助
成
は
地
域

間
格
差
な
く
全
国
一
律
に
実
施
さ
れ

る
べ
き
で
、
引
き
続
き
国
に
要
望
し

て
い
く
。

②
保
育
園
の
待
機
児
童
は
、
９
月
時

点
で
17
人
。
受
け
皿
拡
充
の
た
め
、

幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
保
育
士
確
保

の
取
組
（
保
育
士
ト
ラ
イ
ア
ル
制
度
の
見

直
し
）
を
実
施
中
で
あ
る
。
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
は
、
公
集
小
学
校
区
で
４
年
生
以

上
の
受
入
れ
を
制
限
し
て
お
り
、
３
年
生

も
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
公
民
館
な
ど
で

の
児
童
預
か
り
を
実
施
し
て
い
る
。
公
集

児
童
の
家
の
建
設
事
業
は
、
入
札
不
調
に

よ
り
着
手
が
遅
れ
て
い
る
が
、
令
和
７
年

４
月
開
所
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は
、
一
体
的
に

す
べ
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
こ
ど

も
に
対
す
る
包
括
的
な
支
援
を
切
れ
目
な

く
提
供
で
き
る
体
制
構
築
に
向
け
、
協
議

を
進
め
て
い
る
。
相
談
員
の
増
員
や
相
談

支
援
ス
キ
ル
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
な
ど

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
相
談
窓

口
の
周
知
に
も
努
め
る
。

④
ニ
ー
ズ
調
査
を
終
え
現
在
分
析
中

で
あ
り
、
次
期
計
画
で
は
新
た
に
子

ど
も
の
貧
困
対
策
を
盛
り
込
む
。
計

画
策
定
に
お
け
る
こ
ど
も
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
考
え
て
い
る
。
こ
ど

も
計
画
は
今
後
策
定
に
向
け
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。

⑤
プ
ー
ル
設
備
の
現
状
確
認
、
管

理
に
つ
い
て
各
学
校
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
、
課
題
や
要
望
を
整
理
し
た
。

今
年
度
、
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、

プ
ー
ル
適
正
化

の
計
画
策
定
を

進
め
て
い
る
。

「
子
ど
も
を
大
事
に
す
る
ま
ち
」

の
実
現

磯部　孝義
（新生クラブ）こども・若者の声を聞く場を～

施策・事業に生かす展開を

問「
不
動
産
業
に
よ
る
空
き
家
対
策
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
空
き
家
の
発

生
か
ら
流
通
・
利
活
用
ま
で
一
括
し
て
サ

ポ
ー
ト
可
能
な
空
き
家
対
策
と
し
て

有
効
な
手
段
と
考
え
る
。
ま
た
、
人

口
減
少
対
策
と
し
て
、
空
き
家
の
利

活
用
を
促
進
す
る「
空
き
家
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
補
助
金
」
の
活
用
に
つ
い
て
、

市
長
の
所
見
を
求
め
る
。

答「
不
動
産
業
に
よ
る
空
き
家
対

策
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い

て
は
、
空
き
家
の
流
通
拡
大
に
よ
っ

て
空
き
家
問
題
を
解
決
す
る
新
し
い

試
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
国
の
動
向
を

注
視
し
研
究
し
て
い
く
。
ま
た
、
空

き
家
の
利
活
用
を
促
す
「
空
き
家
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助
金
」
に
つ
い
て

は
、
本
市
の
居
住
利
用
土
地
等
検
討

事
業
の
中
で
具
体
的
な
補
助
額
や
対

象
地
域
等
、
効
果
を
見
極
め
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
農
地
所
有
者
の
高
齢
化
に
よ
る
次

世
代
へ
の
担
い
手
不
足
は
深
刻
で
、

耕
作
放
棄
地
に
は
し
た
く
な
い
が
、
今
後
、

農
地
を
ど
の
よ
う
に
管
理
す
れ
ば
良
い
の

か
と
の
思
い
は
切
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

今
後
、
活
用
予
定
の
な
い
農
地
を
処
分
す

る
方
法
と
し
て
、
土
地
を
国
が
引
き
取
る

「
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
」
に
つ
い
て
、

ま
た
、
貸
し
手
、
借
り
手
、
地
域
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
「
農
地

バ
ン
ク
制
度
」
に
つ
い
て
、
実
績
と
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て
問
う
。

答「
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
」
に

つ
い
て
は
、
制
度
開
始
か
ら
４
件

の
相
談
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
申

請
窓
口
は
法
務
局
で
あ
り
、
申
請
か
ら

許
可
ま
で
約
８
か
月
掛
か
り
、
国
に
帰

属
す
る
場
合
に
は
、
土
地
に
関
す
る
10

年
分
の
管
理
費
が
必
要
と
な
る
。

　
ま
た
、「
農
地
バ
ン
ク
制
度
」
に
つ
い

て
は
、
農
地
の
貸
し
手
と
借
り
手
を
結

ぶ
非
常
に
有
効
な
ツ
ー
ル
だ
と
考
え
て

お
り
、
地
域
計
画
を
策
定
し
、
農
地
の

集
約
・
集
積
化
を
進
め
て
い
く
。

浅本　輝明
（政友・鐵の会）

空き家・耕作放棄地対策について

危
険
空
き
家
の
発
生
抑
制
及
び
空

き
家
リ
フォ
ー
ム
事
業
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て

田
上
茂
好

柳
瀬
秀
明

山
根
栄
子

中
谷
司
朗

木
原
愛
子

近
藤
康
夫

磯
部
孝
義

浅
本
輝
明

守
田
文
美

金
藤
哲
夫

一
般
質
問
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問
①
食
材
の
安
全
確
保
の
た
め
仕
入
れ

の
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
か
。

②
給
食
セ
ン
タ
ー
を
夏
休
み

等
に
稼
働
し
児
童
の
家
や
幼

稚
園
に
有
償
で
提
供
し
て
は

ど
う
か
。

③
コ
ス
ト
の
か
か
る
セ
レ
ク

ト
給
食
を
見
直
し
、
給
食
費

無
償
化
の
財
源
を
確
保
し
て

は
ど
う
か
。

④
無
償
化
の
段
階
的
実
施
の

一
環
と
し
て
、
不
登
校
（
学

校
に
行
け
る
日
も
行
け
な
い

日
も
あ
る
）
児
童
生
徒
に
給

食
費
無
償
を
は
じ
め
て
は
ど

う
か
。

⑤
中
学
校
は
お
弁
当
の
日
が

多
い
と
の
意
見
が
あ
る
。
行

事
や
試
験
が
あ
っ
た
と
し
て

も
給
食
提
供
は
可
能
で
は
な

い
の
か
。

答
①
食
材
の
産
地
な
ど
は

仕
入
れ
業
者
を
信
頼
し

問
①
全
国
で
84
自
治
体
が
消
滅

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本

市
は
令
和
２
年
か
ら
徐
々
に
人
口
が

減
少
し
て
い
る
が
、
特
殊
出
生
率
は

１
．８
７
人
と
県
内
で
は
第
１
位
で

年
間
約
５
０
０
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
て
い
る
。
反
面
若
い
女
性
の
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
抜
本

的
対
策
を
求
め
る
。

②
昭
和
51
年
の
財
政
再
建
団
体
以

来
、
健
全
財
政
に
努
め
将
来
負
担
比

率
も
前
年
比
４
．１
％
改
善
し
て
い

る
。
し
か
し
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
根
幹

と
な
る
扶
助
費
は
増
加
の
一
途
で
あ

り
経
常
収
支
比
率
９
７
．３
％
と
弾

力
性
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
健

全
財
政
を
ど
う
堅
持
す
る
か
。

③
基
幹
産
業
の
繁
栄
は
即
、
市
財
政
に
影

響
を
及
ぼ
す
。
企
業
誘
致
や
雇
用
の
確
保

を
ど
う
展
開
す
る
か
。

④
第
１
次
産
業
、
と
り
わ
け
農
業
は
農
地

の
荒
廃
が
加
速
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
か
。

答
①
人
口
減
少
対
策
は
人
口
減
少
対

策
集
中
強
化
プ
ラ
ン
等
に
基
づ
き
、

企
業
誘
致
、
就
業
支
援
、
子
育
て
環
境
整

備
、
も
の
づ
く
り
女
子
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
若
い
女
性
の
定
着

還
流
の
取
組
を
進
め
て
い
る
。

②
財
政
に
つ
い
て
は
身
の
丈
に

合
っ
た
財
政
運
営
を
常
に
意
識
し
、

歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
構
造
へ
の

転
換
を
図
る
。

③
経
済
に
つ
い
て
は
日
立
ハ
イ
テ
ク
の

操
業
開
始
を
は
じ
め
企
業
活
動
の

更
な
る
発
展
を
期
待
し
て
い
る
。
今

後
も
積
極
的
な
後
押
し
と
新
た
な

企
業
誘
致
活
動
を
進
め
る
。

④
こ
れ
ま
で
の
農
業
支
援
事
業
に

引
き
続
き
、
担
い
手
の
確
保
、
育

成
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

て
行
っ
て
い
る
。
各
種
検
査
結
果
の
提
出

を
求
め
、
確
認
方
法
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
対
応
し
て
い
く
。

②
夏
休
み
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
が
必
要
な

た
め
稼
働
は
困
難
で
あ
る
。

③
セ
レ
ク
ト
給
食
の
在
り
方
に
つ
い
て
は

必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

④
学
校
に
通
え
て
い
な
い
児
童
生
徒
の
給

食
費
に
つ
い
て
、
段
階
的
無
償
化
に
向
け

た
一
つ
の
提
案
を
受
け
た
が
、
こ
れ
か
ら

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

⑤
弁
当
の
日
は
各
中
学
校
の
要
請
を
受
け

て
実
施
し
て
い
る
。
試
験
や
行
事
を
円
滑

に
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。
在
り
方
に
つ
い
て
は
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
等
で
協
議
し
て
い
く
。

問
通
年
利
用
の
場
合
、
本
市
は
年

間
８
万
２
千
円
、
近
隣
他
市
は

４
万
８
千
円
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
保
護
者

負
担
額
に
自
治
体
間
で
大
き
な
差
が
あ
る
。

　
ま
た
、
公
集
小
校
区
や
中
村
小
校
区
で

利
用
制
限
が
あ
る
の
か
。

　

答
全
国
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料
と
比
較

し
て
も
適
正
な
料
金
と
考
え
てい
る
。

　
公
集
小
校
区
に
つ
い
て
は
現
在
4
年
生
以

上
の
受
入
れ
を
制
限
し
て
い
る
。
制
限
解
消

の
た
め
、
令
和
７
年
４
月
開
所
を
目
指
し
、

新
た
な
児
童
の
家
を
建
設
中
で
あ
る
。

　
中
村
小
校
区
に
つ
い
て
は
夏
休
み
に
利
用

者
が
急
増
す
る
た
め
３
年
生
以
上
の
受
入
れ

を一部
制
限
し
た
。
今
後
は
受
入
れ
確
保
の

た
め
関
係
機
関
と
協
議
を
す
す
め
た
い
。

給
食
に
つ
い
て
仕
入
れ
か
ら
給

食
費
無
償
化
ま
で
色
々
と
質
問

し
ま
し
た
。

①
人
口
減
少
対
策

②
健
全
財
政
に
つ
い
て

③
経
済
対
策

④
地
域
振
興

守田　文美

金藤　哲夫

（政友・鐵の会）

（政友・鐵の会）

不登校児童生徒の給食費無償化を
児童の家の料金見直しを

消滅可能性自治体があると言われる
中でどう生き残るか。

児
童
の
家
の
保
護
者
負
担
が
下

松
市
は
近
隣
他
市
よ
り
高
い
！



11 令和6年 12月 1日

私（たち）の認識「現状」
　歩道に草が多く通行しにくい
　道が悪く夜道が暗いため危険

未来「こうだったらいいなあ」
　自転車で通学しやすい歩道がほしい
　夜道が明るくなる
　道が通りやすくなる

実現するには
　★ 私（たち）で出来ることは・・・
　　 草抜き等を学校のボランティア
　　 活動でしているがすべてはできない

　★ 私（たち）で出来ないことは・・・
　　 街灯等を設置してほしい

下松市議会

下松工業高校

夢を語ろう
　未来につなごう　高校生×市議会

 高校生からの提言・問題基礎（抜粋）

議�員⇒現地確認を行った上で、市が通行の支障にならない
ように支障物（草）の撤去を実施した。

議�員⇒街灯等を設置することで、①明るくて眠れないといっ
た苦情②害虫の問題③農作物の生育の問題など、改善し
ようとすることで、時に、他の人が困ることもある。

　市民や市の間に入って調整することで、問題解決ができ
　ることがあるので、困った時は相談してほしい。

高校生との懇談会2024実施報告

　７月24日、下松市議会議場において、「高校生との懇談会 2024」を開催しました。
　平成 27年から実施している懇談会ですが、ここ数年は新型コロナウイルス感染症や台風接近等による中
止が続き、議場では４年ぶりの開催となりました。
　今年度は、市内の３つの高校からの参加者（下松工業高校８名、華陵高校12 名、下松高校６名）が一
同に会し、各校の代表者が「高校生からの提言・問題提起」として意見を述べました。また、議場での発
表の後は各校と各委員会に分かれフリートークが行われました。
　高校生 26 名と議員との間で交わされた意見をご紹介します。

７
月
臨
時
会

９
月
定
例
会

10
月
臨
時
会

一般
質
問

高
校
生
と
議
会
の
懇
談
会
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私（たち）の認識「現状」
　①人口が増えている　②文化発信が弱い
　③ゴミが多い（路上、山、川、海）　④投票率の低下

未来「こうだったらいいなあ」
　→①２０代３０代の人口を増やしたい
　　②文化に触れる機会を増やす
　　③白砂青松を目指していきたい
　　④投票率８０％を目指したい

実現するには
　★ 私（たち）で出来ることは・・・
　　 →①高校の魅力を発信する。
　　 　　女子バスケット部インターハイ出場
　　 　　美術部笠戸島ウォールアート
　　 　②授業内で文化を調べて発表する機会をつくる
　　 　③３校で清掃ボランティアを募って活動したい
　　 　④選挙権を持つ高校生が投票に行くように何かしたい

　★ 私（たち）で出来ないことは・・・
　　 →①子育て支援条例をつくる
　　　 ②行事や文化についてチラシを配布する
　　 　③地域でもボランティアを募集する
　　 　④大型ショッピングモールを投票所にする

私（たち）の認識「現状」
　笠戸の魅力があまり伝わっていない
　（生かせていない、少ない）

未来「こうだったらいいなあ」
　笠戸は観光地 → 下松といえば笠戸！
　笠戸以外は住みやすさ重視

実現するには
　★ 私（たち）で出来ることは・・・
　　 ①笠戸の現状を知る・調べる
　　 ②企画　　③広める（SNS 発信など）
　　 各種提案
　　 水上アスレチック・花火のデザイン
　　 アイデアコンテスト・海の家の経営・花火大会

下松高校

華陵高校

議�員⇒文化とは、自然、風土のなかで生まれ
る生活様式、価値観。

　下松市にも誇れる歴史文化がある。天王森
　古墳、埴輪、狐の嫁入り、破邪の御刀など。

議�員⇒令和３年から下松も人口減少に転じているが、
市の出生率は 1.8 で全国的に見れば住みよい街とい
う評価。働く場所や居住環境の整備を進めている。
東海岸通り企業誘致、豊井まちづくり整備など。

議�員⇒豪雨災害やコロナ等で各種イベントの中止・自
粛が続いていた。

　若い世代の提言は、祭り等復活の機運を盛り上げる
　ので大事にしたい。
　現状を知る、調べることは大事。フィールドスタディ
　でくだまつを学ばれている。
　情報発信についても若い世代の発想が必要。引き続
　きどんどん意見を挙げてほしい。



13 令和6年 12月 1日

高校生との懇談会アンケート

◯  議員と市民とは距離があると思っていたが、とても親し
みやすく好感を持った。

◯   市が計画している事業など、知らないことをたくさ
ん知ることができた。

◯   どのような流れで議会が進むのかを実際に体験し、
今まで持っていた意見に対し答えて頂いたところ。

◯   自分が考えていた市議会よりも、議会がしっかりし
ていたところ。

◯   考えてもいなかったような提案が、他校からの発表
で知れたり、私たちの願いを真剣に考えた
りしてくださったところ。

◯   K ビジョンでも議会が放送されているので
見てみたい。

◯   市の未来について真剣に考えているのだな
と思い、この仕事がとても魅力的だなと
思った。

◯   若者に向けた政策や事案を実行してもらうこと。
◯   出来るだけ実現に向かおうとすること。それが若い層に伝わっていくこと。議会が何を話し合って、何を

これから盛り上げていこうとしているのかあまり知らないので、そういう所が学校に伝わってほしい。
◯   下松市を住みよいまちにする事。笠戸島の観光を盛り上げる事。
◯   計画だけを上げるのではなく、それを実行すること。
◯   市と市民との橋渡しとしての役割。
◯   下松市のことを PR すること。SNS でもっと PR をしていけたらいいのではないか。
◯   今回 3 つの高校の提案を少しでも多く実現してほしい。

　市議会に関心が
　　　持てたところはどこですか

　市議会や議員に
　　　期待することは何ですか

７
月
臨
時
会

９
月
定
例
会

10
月
臨
時
会

一般
質
問

高
校
生
と
議
会
の
懇
談
会
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◦ 議員さんの話が面白かった。〇×クイズを通して私たちの考えや現状
を理解しようとして下さっている姿勢を見てうれしく感じた。

◦ 意見交換も出来、これからも繋がりをもって取り組みたいと思った。
◦ 下松市の魅力を再認識する良い機会となった。
◦ 下松の高校に 3 年間通っていても知らない事が多かったので、今回沢山知ることが出来て良かった。
◦ 議員さんは思っていたよりも、面白く優しい人だなと感じた。
◦ 時々入れる小ネタも緊張がほぐれたので良かった。本物の議員さんの考え方が聞けたので貴重な経験

になった。
◦ 質問や意見に対して丁寧に対応してくださった。板書をしてくれて分かりやすかった。

◦ 学生では思いつかない考え方や現実を知ることが出来た。
◦ 次を考えるきっかけとなる回答を頂けて良い学びが出来ました。
◦ 伝えたいことを具体的に言うことが出来た。議員の方々がしっかり

とその提言を踏まえて回答をされていてとても分かりやすかった。
◦ 他の高校の考えが聞けて良かった。
◦ 座っているだけでも緊張した。議員さんの回答が所々難しかった。
◦ 議員さんの回答が少し具体性に欠けていたと感じた。
◦ もう少しパワーポイントに力を入れ、分かりやすい発表をしたかった。
◦ 議員の回答でも映像を駆使したら良かった。

◦ 下松の観光をもっとアピールする議員、学生と距離の近い議員。SNS などに積極的な人がいて欲しい。
◦ 若い人を積極的に受け入れる姿勢を持つ議員、議員同士に学びが生まれるといい。
◦ 政治の仕組みを分かりやすく実際に教えてくれる議員。
◦ 市民の要望に早急に対応してくれる方。またイノベーションを助長してくれるような行動力のある方。
◦ 下松を最高の町へと発展させていくことが出来る人。実現できるか難しいことでも、それに近い行事

などを提案してくださる人。
◦ ご意見番。
◦ 若い人が増えたらいい。今の議員さんは高齢の方が多く中々

若い人たちがなろうと思うことが少ないと思う。
◦ 今までの伝統を大切にする人。
◦ 全国から注目を集める議員。

　委員会に分かれての懇談会での
　　　感想をお聞かせください

　議場での発表について
　　　感想をお聞かせください

　いたらいいなと思う議員
　　　(こんな議員が下松にいて欲しい)はどんな人ですか
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■ 市議会の役割や
　 活動は理解できましたか。

■ 今まで市議会に関心はありましたか。 ■ 今回の懇談会に参加して、市議会に関心は
　 持てましたか。

■ 今まで「市議会だより」､「市議会ホームページ」､
　 「K ビジョン放送」
　 は見たことは
　 ありますか。

■ 今回のような懇談会を
　 開催することについて
　 どう考えますか。

■ 今回の懇談会に参加して、今後見てみようと
　 思いますか。

■ 今回のような懇談会の
　 全体的な感想を
　 お聞かせください。

理解できた理解できた

ある程度
理解できた
ある程度
理解できた

46.7％
53.3％

なかったなかった
少しあった少しあった

36.7％

あったあった
10.0％

53.3％ 持てた持てた

少し持てた少し持てた
20.0％

80.0％

ないない

あるある
31.7％

68.3％

思う思う

思わない思わない
21.7％

78.3％

積極的にやるべき積極的にやるべき

100％
良かった良かった

まあまあ
良かった
まあまあ
良かった
6.7％

93.3％

懇談会参加後…

懇談会参加後…

高校生との懇談会アンケート集計結果
７
月
臨
時
会

９
月
定
例
会

10
月
臨
時
会

一般
質
問

高
校
生
と
議
会
の
懇
談
会
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　「いつ
も
議
会
だ
よ
り
見
ち
ょ
る
よ
〜
」
と

毎
号
、
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
の
発
行
を
楽
し

み
に
待
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　市
議
会
で
は
台
風
接
近
や
コ
ロ
ナ
禍
で
し

ば
ら
く
で
き
な
か
っ
た
「
高
校
生
と
の
意
見

交
換
会
」
を
３
年
ぶ
り
に
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
議
員
一
同
大
き
な
刺
激
と
な
り
ま

し
た
。

　ま
た
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
下
松
市
議

会
初
の
産
休
・
育
休
を
取
得
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
授
乳
室
を
設
け
る
等
ご
対
応
い
た
だ
き

ま
し
た
。
産
前
産
後
に
あ
た
り
色
々
と
気
に

か
け
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　今
後
も
市
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
「
議

会
だ
よ
り
」
と
な
る
よ
う
、
ご
意
見
を
大
切

に
広
報
広
聴
委
員
一
同
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

（
き
は
ら
）

編
集
後
記

山梨県　山梨県議会
日時　8月27日
視察形式
　委員会視察「農政産業観光委員会」（11名）
テーマ
　水産資源を活用した地域振興について

福岡県　福岡市議会
日時　7月31日
視察形式
　委員会視察「経済振興委員会」（19名）
テーマ
　養殖について

下松市栽培漁業センターの概要、種苗生産・中間育成事業や養殖事業、観光振興の取組等視察が行
われました。

視察受け入れをしました
ひらめきパーク笠戸島（下松市栽培漁業センター）

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長

　山

　根

　栄

　子

副
委
員
長

　柳

　瀬

　秀

　明

委

　
　員

　木

　原

　愛

　子

　〃

　
　　近

　藤

　康

　夫

　〃

　
　
　三

　浦

　徹

　也

　〃

　
　
　森

　
　
　良

　介

（
五
十
音
順
）

今後の議会の予定

12月 4日（水）
9日（月）

10日（火）

····· 本会議（初日）
····· 委員会
　（付託があるとき）
····· 一般質問

12月 11日（水）
12日（木）
18日（水）

····· 一般質問
····· 一般質問
····· 本会議（最終日）

※正式な日程は議会運営委員会で決定しますので、変更になる場合があります。


